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注１咳当するロには．レ印を凪入してください。特定本窒者以外の事察者の力はし印の記入は不要で仁

２「基革年度」とI土Hf画期１mの前年度を．「目概年度」とは8十両期間の品併年度を、「偲告年度ＪとIまH+餌期11,のうち、今回6n店の対象となる年度をいいます．

３「事業所等排出区分」とは京都Jrf内の事襲所等の事藁活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する沮竃効果ガスを、「柚送巾阿排出区分」とIま自助車運送本栗石については使用の本拠の位匠を京都府内とする立阿
の排出する沮市効果ガスを．依迅本業者については保有する貨物車両又は旅客立岡の排Iilする沮室効果ガスを、「その他排出区分」とは上況以外の京都府内における平栗所等の事秦活助に伴い;u生する沮菰効果ガス
をいいます。

４「jFuIi位当たワの四京効果ガス仲山公笄」の「用途区分」にI±、。。ｴﾋﾞﾘ、中圃所などの用途を妃入してください．「原I#1位の烟ｎＩｊＩこは、分子の「二酸化』11劇換算」の下に分母となる指揮（生産数m．延べ床面
積、走行矩RH悴）をｚ入してください．

５『その他の地球■､ﾛ化対節による沮窓効果ガスの関城且等」のうち「轟林の保全｣NkびQE田」の「目楓年度（計画）」囚には8十面wl間中の目楓の累針を、『Cu告年度（突馴）」■には実級の累計を■ﾕ入して<ださし､．

e「特記事項」には．平成２年度（１９９０年度）を選頭とした排IHI且の対比や、省エネ製品倒発など他者の沮室効果ガス供出別城への貫畝、グリーンロ連の採用．特定フロンなどの条例指定外の凪室効果ガスのＩＷ域
などを記入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる本務

所の所在地）
京都市伏見区竹田`鳥羽殿町６番地

氏名（法人にあっ
てI土．名杵及び代

安者の氏名）
京セラ株式会社代表取締役社長久芳徹夫

事業者の主たる

業種 その他の賊子部品・デバイス・電子回路製造業

該当する率業者

要件 戸京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号酸当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

i￣ 
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送UF業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号咳当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

全社で１９９０年度を基遡に温室効果ガス排出趣を２０１０年度に６％の削減を行う。

推進体制 社長を委員長とする「京セラグリーン委員会」を股囮し、下部に専門組織である省エネ・温暖化防止部会およびＩ且暖化防止委員会、省エネ委員会を股団し推
進。また環境マネジメントシステムを構築している。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 国内全拠点

取得年月日 1996年10月

年度ごとの具体
的な取組及び措
髄の状況

年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

設徽鶴対象、工程等

照明、空胴、省エネ

空瞬、社有率

空綱

措趾内容

管理体制強化、運用見直しによる省エネルギー実施、照度見直しによる照明器具出力変更
((20)管理体制強化の実施）((20)(21)運用見直しによる省エネルギーの実施）((20)照明器具出力変更実施）

室外機への冷媒凝縮促池装歴股固、ハイブリッド車の導入((20)(21)ハイプリツト車の導入実施）

吸収式冷凍機の更新、空澗方式の見直し

温室効果ガスの
排出且等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己呼価

基率年度（英綴）

(１９）年度
(二酸化典累８８陣）

日研Ｉ牛皮（計画）

(２２）年度
(二酸化炭索換2J）

増減率
(計画）

報告年歴（築緬）

(２１）年度
(二酸化幽嚢換陣）

増減率
(実紙）

60168.0ｔ 50843.0ｔ -5.3％ 5,567.6ｔ -9.7船

0.0ｔ 0.0ｔ 船 ０ 0ｔ ％ 

510ｔ 48.0ｔ －５．９％ 5７ ８ｔ 13.3％ 

＊Ｉ 60219.0ｔ 中円50891.0ｔ －５．３％ ＊４、５，６２５ ４ｔ -9.5船

･温室効果ガスの排出合計では、運用の見直しやハイブリッド車の導入等により平成19年度に比べ9.5%の削減

ができました。
･今後は活動の継統に加え、高効率機器の導入を検肘、実施してまいります。

原単位当たりの
洞竃効果ガス排
出且等

用途区分 原単位の指標

本社
二酸化炭素換算

（廷床面積）

工場
二酸化炭素換算

（廷床面積）

研究・宿泊
施設等

二酸化炭素換算

（延床面菰）

実績に対する自己評価

基箪年度（爽級） 目標年度（計画） 増減率（叶画） 報告年度（実績） 増減率（実紋）

74.9t-CO2/千㎡ 71.7ｔ-CO2/千㎡ -4.3船 68.1ｔ-CO2/千㎡ -9.1乳

128.8t-CO2/千㎡ 127.Ｏｔ－ＣＯ２/千㎡ －Ｌ４船 94.8ｔ-CO2/千㎡ -26.4兇

70.7t-CO2/千㎡ 65.6ｔ-CO2/千㎡ -7.2鵠 65.3ｔ-CO2/千㎡ -7.6船

･運用の見直しやハイブリッド車の導入等により原単位は平成19年度に比ぺ大幅に削減できました。
･今後は活動の継続に加え、高効率機器の導入を検肘、実施してまいります。

その他の地球温
鰻化対策による
掴室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した虹力
又は熱の供給

グリーン趣力の噸入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目楓年度（計画）

政Iuhk坤 (二曲化墜素襖卸）

(整伯面積） 0.Ｏｈａ (吸収且） 0.0ｔ 

(利用且） 0 0ｍ, (､Ⅱ減、） ０ ０ｔ 

(充愈且） 0 ０ｋＷｈ (顔垣且） 0 0ｔ 

(熱供給且） ０ 0ＧＪ (l3q滅且） 0 0ｔ 

(砥入量） 0 0ｋＷｈ (朋域＆） 0 0ｔ 

(購入丘） 0.0ｔ (削減且） 0.0ｔ 

＊３ 0.0ｔ 

報告年度（実績）
甲傾旦鄭 (二日p化国棄回QfF）

(技伯面麺） 0.Ｏｈａ 吸収且） 0.0ｔ 

(利用丘） ０ ０ｍ》 IflhRa） ０ 0ｔ 

(兜重量） ０ 0ｋ口ｈ IilhR且） ０ ０ｔ 

(§&供給盆） 0 0GＪ 削浬且） ０ ０ｔ 

(EH入伍） 0 ０ｋＷｈ 劇城且） 0 ０ｔ 

(砥入趾） 1.1ｔ (削減且） 1.0ｔ 

＊５ ＬＯｔ 

差引排出丘

(排出合計-,1減坤合Uf）

基率年度（実績）

＊Ⅱ60219.0ｔ 

目標年度（計画）

(蛇'-1.3）5,891.0ｔ

墹減率（8f画）

-5.3％ 

報告年度（実績）

【●Q)-(●5１ 5,624.4ｔ 

墹減率（突綱）

-9.6％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
畝活動

･小学校を対象に太醗愈池に関する環境出前授業を実施しており、今後も継続実施してまいります６
･環境省、京都市が呼び掛けるライトダウンキャンペーンに参加しており、今後も継続的に参加します。

特配事項 ・当社では、太騒光兒麺システムの悪Ｉ造など、環境に配慮した多彩な簡品を数多く礎探しております。

･本社ピルには、214kWの太陽光発電システム、コージェネレーション設傭の導入を行っているなど、省エネピルとして建股されております。
･平成21年12月に本社公開空地で実施したイルミネーションの電力消費に伴って排出されたCO2を、京都CO2削減バンク（京都環境行動促進
協駿会）が発行する「カーボンクレジット」でオフセットしました。


